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宇宙物理學敏室だより

十一月置二日　學用か澱びて新城上京

そのついでに，東京物理學佼に於て十三

日，東洋古代の天文學に就て講演・

　十一月十四臼　新城敦授句句・同口山

本教授，蔓灘より昂洛

　†一月十七臼（木）　午後三時孚より第

六回雑誌會

　　畑中に於けろ水星の太陽通過観測報

　　th．．，．＿＿…．一ρ…・・…・・山本　一清
　　口

　十一月二十一圏目　午後二時より花山山

頂1：於て道路開通式墾行・師團長，工兵

隊長外灘南將校下士約30名・及び七十五

歳の老翁申井蹴始め土地寄附者六名を虫

賓Sして，． 蜷l側こして（tlK木纏長干城

教授外甘干關係教官約百名・虚日降リみ

降らすみの悪ヲ〈候であっ7Zにニカ、カ、わらす

盛會であっ川副山山に關すろ地圖其他

外冠の諸天丈憂の爲眞等々天応内に陳列

し，術四畦屈折外二三の中村反射鏡なご

々陳列した・（不幸にして雨天の爲めに望

遠鏡に使へなかつすi）・開會ば少しおくれ

六が，．新聞薩の爲際限の包園たうけて先．

づ勢門教授挨拶をかれて花山山に天目聖

；を建てるにいれつ索経過をのべ・…失に荒

木纏長の挨拶，石井エ兵隊長の挨拶，．申

井需の懐劇談あり・共に統杯を學げ・四

時孚一同旨己念撮影んleし響て散：湿し71・

十廟月二十四日（木）第一七回謡講會

　量：子論競近の趨勢（5）……荒木　俊馬

十一月二十四日夜　日本測地學會委員

會其他の學用を滑ぴて新城淫心上京

　十一月三十日　春秋二大思想エンサイ

クロペヂや融念の爲め山本博士は大阪中

央公論堂に於て，其他の諸名士ミ共に出

演，「星の実論」か講演．

　十二月二日　新城教授録洛

山本明年ほ同日午後六時より京都岡崎公

會堂に於ける春秋牡の宣告講演に於て
r宇宙の孝f限孕生」【こ腰訊すろ講演ななしてヨlir

百の罷衆か醇にしめナこ・

　十二月十四B　一軸星の金星掩蔽醐測

のナこめ，輯本旨授に午後九時宇京都出獲1

倉敷天丈蔓～十五日朝三時倉敷着・あ

ひにく五時牛1＝に雲片のすこ．め掩蔽槻測不

能・しかし直ぐ後に晴れナこので・種々試．

瞼襯測・同日午後三時録洛，

．年三の多忙期にも拘らす・上田助敷提

見始め多くの人々が天女年鑑の校正に忙

殺されてるち，天丈年鑑に實ば昨年の末

野に1927年度の分な出版するつもりで印

昴叡こ着手しすこのであっナ；が・初めてのこ

e定て仕事がなかなか渉らす・爾ほ，印

刷して見て・いろ憎々計置［：＞S便や不備‘

な1．h75，見付け出し7：tこめ，止むなく・19

27年度のものit中止して了つ7：・そしてh

次の1928年度の分・な初號ごしてb｛す7こ

め，夏の頃から原稿の作製に取りか、◇

ナ：．こんざいpt工り多少おくれすごが・目

下，大車輪で湛行中であるから・多分1

月申にば市場に出る見込み，一ちょう

ごボケツトに牧まる形の，禮裁の好いも

ので，一ケ年間，天丈家ナこちの回訓ミな

るであらう・


